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町 章

高齢者スポーツ大会(10月24日)

｢ほのぼの湯｣入浴料の見直し
コミュニティバスは継続するのか

ありゃ～どうなったがいね～
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13日～22日

２うちなだ議会だより　第87号

八
田
　
外
茂
男 

議
長

　
副
議
長
、
総
務
・
文
教
福
祉
の
各

　
常
任
委
員
長
、
中
学
校
問
題
等
対

　
策
特
別
委
員
長
等
を
歴
任
。
４
期
。

　　
緑
台
在
住
。

　　
信
条
　
有
言
実
行
。

渡
辺
　
旺 

副
議
長

　
総
務
・
文
教
福
祉
の
各
常
任
委
員

　
長
、
決
算
特
別
委
員
長
等
を
歴
任
。

　
３
期
。

　　
鶴
ヶ
丘
在
住
。

　　
信
条
　
若
者
が
根
付
く
町
づ
く
り
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　９月13日の本会議初日に堂下清孝議長、野村輝久副議長が辞職したこ

とに伴い、全会一致の指名推選により新議長に八田　外茂男氏、副議長

に渡辺　旺氏が選ばれました。



３ うちなだ議会だより　第87号

　
平
成
17
年
度
の
一
般
会
計
・
各
特

別
会
計
９
件
の
決
算
を
審
議
す
る
た

め
、
８
人
の
委
員
に
よ
る
決
算
特
別

委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
審
議
内
容
に
つ
い
て
は
、
12
月
議

会
で
経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　
次
回
の
議
会
だ
よ
り
（
第
88
号
）

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
委 
員 
長
　
能
村
　
憲
治

　
副
委
員
長
　
中
村
　
哲
彦

　
委
　
　
員
　
田
中
　
祥
次

　
委
　
　
員
　
中
居
　
　
治

　
委
　
　
員
　
中
川
　
　
達

　
委
　
　
員
　
渡
辺
　
　
旺

　
委
　
　
員
　
水
口
　
裕
子

　
委
　
　
員
　
夷
藤
　
　
満

　
清
水
文
雄
委
員
長
の
辞
任
に
伴
い
、

重
原
義
之
氏
を
委
員
長
に
選
任
。

　
水
口
裕
子
副
委
員
長
の
辞
任
に
伴

い
、
中
村
哲
彦
氏
を
副
委
員
長
に
選

任
。

　
八
田
外
茂
男
、
渡
辺
　
旺
正
・
副

委
員
長
の
辞
任
に
伴
い
、
夷
藤
　
満

氏
を
委
員
長
に
、
堂
下
清
孝
氏
を
副

委
員
長
に
選
任
。

　
教
育
委
員
の
任
命
に
同
意
。

　
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
委
員
長

に
選
任
。

総
務
常
任
委
員
会

中
学
校
問
題
等
対
策

　
　
　
　
特
別
委
員
会

開
発
特
別
委
員
会

教
育
委
員

税
金
は

有
効
に
使
わ
れ
た
か

特別委員会を設置特別委員会を設置

重原　義之氏

夷藤　　満氏堂下　清孝氏

中村　哲彦氏

中村　　進氏

！



　
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
館
（
入
浴
）
料
の
見
直
し
案
に
対
し
、
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
よ
り

修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
本
会
議
最
終
日
に
採
決
を
行
な
っ
た
結
果
、
修
正
案
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
年
始
の
休
業
日
を
１
月
１
日
の
み
と
し
、
入
館
（
入
浴
）
時
間
を
午
前
11
時
か
ら
10
時
に
変
更
す
る
部

分
は
原
案
の
と
お
り
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

４うちなだ議会だより　第87号

区　　分

65歳以上
70歳未満 １００円

（回数制限なし）

無　　料
（回数制限なし）

無　　料
（回数制限なし）

６５歳以上は一律

１００円（50回まで）

３７０円（51回以降）

無　料
(５０回まで)

２００円
（回数制限なし）

１００円
（回数制限なし）

無　　料
（回数制限なし）

70歳以上

1・2級の
身体障害
者、療育
Ａ・Ｂ

従来の料金

原案と修正案の違い

町が提案した料金 可決した委員会修正案

※　料金の見直しは、平成１９年４月１日から。

福祉センター「ほのぼの湯」



討　論討　論討　論

５ うちなだ議会だより　第87号

　営業時間を少し早めることに賛成するが、高

齢者の生きがいを奪う行為となる料金改正は納

得がいかない。

　温泉に入ることで健康を保ち病院へ行く回数

が減ったという話も聞いているし、高齢者にと

っては心も体も温まる癒しの場となっている。

　福祉の充実でなく、やろうとしていることは

高齢者いじめとしか言えないのでないか。

　料金を上げる前に、いろいろな角度から財政

やこれからの町づくりを考える必要がある。

　福祉センターは、高齢者の憩いの場として設

置されたものであり、高齢者に負担を求める施

設ではない。

　文教福祉常任委員会で審議された修正案は評

価できるが、それでも施設の設置基準からすれ

ば賛成することはできず、原案は何をか言わん

やの感がある。

　７０歳以上の方がどれだけの年金を貰ってい

るかを考えると、国民年金の受給者は多分少な

い金額でないかと思う。

　介護保険料が平均で4,900円に上がり、いろい

ろな点で高齢者に対する町の補助的なことがな

くなっている。高齢者の癒しの場となっている

ものは変えるべきでない。

高齢者いじめだ 夷藤　満議員

憩いの場である 堂下清孝議員

補助がなくなっていく 北川　進議員

　文教福祉常任委員会で慎重に審議し、検討に

検討を重ねやむを得ないという形で料金改定の

修正案を提出している。

　他町の料金と比較し慎重に検討したとき、60

歳から65歳までの料金、65歳以上の料金で100円、

200円は決して高くないと思う。

　高齢者福祉のための無料は、理想であるが現

状の財政状況等々を考えた場合、やむを得ない

措置だと思う。

　昨今の社会情勢は、少子・高齢化が進んでおり、

お年寄りの方に多少の負担をしてもらうことは

仕方ないと考える。

　文教福祉常任委員会において３月の定例会か

らずっと議論を重ね、やっとこの結論に達した。

　高齢化社会を迎えた一方で財政難のなか、子

育て支援策、高齢者の方を支え、住みよいまち

づくりをしていくか大変難しい状況にあり、一

部の高齢者の方は負担してもいいから子供たち

の方へ回してやってくれという意見も聞かれる。

　高齢者の方を無料とし金銭面を重視するので

なく、高齢者全体が住みよい町にするにはどの

ようなシステムをつくり、若い人や子供たちを

どう育てていくか全体的なことを考え、これか

らの町政を運営していくべきでないか。

財政状況からやむを得ない 野村輝久議員

議論を重ねての結論だ 小谷一也議員

全体的に考えるべき 清水文雄議員

反対だ 賛成だ

夷藤　　満、北川　　進、中村　哲彦

田中　祥次、堂下　清孝

反　対(５名)

小谷　一也、能村　憲治、清水　文雄、水口　裕子

渡辺　　旺、野村　輝久、中川　　達、南　　守雄

黒田　泰三、中居　　治、米田　　満、重原　義之

賛　成(12名)修正案に
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　
　
　
　
　
　
継
続

　
将
来
に
向
け
た
交
通
体
系
の

理
念
、
方
向
性
等
を
定
め
る
た

め
の｢

公
共
交
通
活
性
化
計
画｣

策
定
費
に
300
万
円
。

　
ま
た
、
10
月
末
で
試
行
運
行

が
満
了
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
11
月
以
降
の
継
続
運
行

を
支
援
す
る
運
営
費
補
助
金
に

300
万
円
。

　
　
　
　
☆
８
頁
に
関
連
記
事

不
妊
治
療
の

　
　
　
助
成
増
額

　
不
妊
治
療
の
助
成
と
し
て
、

新
た
に
タ
イ
ミ
ン
グ
療
法
等
の

助
成
に
県
・
町
で
年
間
５
万
円
、

通
算
２
年
間
を
限
度
に
助
成
す

る
費
用
に
80
万
円
。

　
ま
た
、
対
外
受
精
・
顕
微
授

精
の
助
成
と
し
て
、
国
・
町
で

年
間
15
万
円
、
通
算
５
年
間
を

限
度
に
助
成
す
る
費
用
に
35
万

円
。

蓮
湖
渚
公
園

　
　
　
整
備
費
追
加

　
蓮
湖
渚
公
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
張
り

芝
植
栽
工
事
、
自
然
を
活
か
し

た
ビ
オ
ト
ー
プ
施
設
の
建
設
費

等
に
１
億
８
千
559
万
円
。

　
ま
た
、
町
道
補
修
、
駅
前
道

路
の
拡
幅
事
業
等
に
１
千
130
万

円
。
　
　
　
　
☆
10
頁
に
関
連
記
事

「
マ
イ
保
育
園
モ
デ

ル
事
業
」
ス
タ
ー
ト

　　
身
近
な
保
育
園
を
「
マ
イ
保

育
園
」
と
し
て
登
録
し
、
妊
娠

時
か
ら
相
談
相
手
と
な
り
安
心

感
を
提
供
す
る
「
マ
イ
保
育
園

登
録
事
業
」
が
４
月
よ
り
ス
タ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
充
実
を
図
る
目
的
で

県
が
10
月
よ
り
私
立
保
育
園
を

対
象
に
モ
デ
ル
的
に
試
行
す
る

｢
マ
イ
保
育
園
モ
デ
ル
事
業｣

実

施
費
用
に
153
万
円
。

企
業
誘
致
の
推
進

　
企
業
誘
致
の
推
進
を
図
る
た

め
、
企
業
視
察
に
係
る
特
別
旅

費
等
に
85
万
円
。

出
産
育
児
一
時
金

　
　
１
万
円
の
増
額

　
国
民
健
康
保
険
の
出
産
育
児

一
時
金
を
現
行
34
万
円
か
ら
35

万
円
に
引
上
げ
費
用
に
17
万
円
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
費
を

　
　
　
　
　
　
増
額

　
調
理
が
困
難
な
高
齢
者
等
を

対
象
と
し
た
配
食
サ
ー
ビ
ス
費

の
増
額
に
26
万
円
。

コミュニティバス「おーしゃんループ」

屋外で遊ぶ園児（向陽台保育園）



　
継
続
審
査
と
な
っ
て
い

た
陳
情
２
件
は
審
査
の
結
果
、

引
き
続
き
審
査
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
防
災
・
生
活
関
連
を
中
心
と

し
た
「
公
共
事
業
」
へ
の
転
換

と
公
共
業
務
の
民
間
化
に
反
対

す
る
陳
情
書

要
　
旨
　
公
共
事
業
に
国
民
の

意
見
を
反
映
さ
せ
、
生
活
関
連

と
環
境
保
全
、
防
災
等
に
転
換

す
る
。

陳
情
者

国
土
交
通
省
全
建
設
労
働
組
合

北
陸
地
方
本
部
　
石
川
県
支
部

　
　
　
支
部
長
　
三
浦
　
慶
一

●
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
安
易
な

民
間
開
放
は
行
わ
ず
、
充
実
を

求
め
る
意
見
書
」
提
出
に
関
す

る
陳
情

要
　
旨
　
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
民

間
開
放
は
安
易
に
行
わ
ず
、
公

務
員
の
必
要
な
人
員
を
確
保
す

る
。
陳
情
者

日
本
国
家
公
務
員
労
働
組
合
連

合
会
中
央
執
行
委
員
長
　

　
　
　
　
　
　
　
堀
口
　
士
郎

１
．
高
規
格
幹
線
道
路
や
地
域

高
規
格
道
路
及
び
国
道
・
県
道

か
ら
市
町
村
道
に
至
る
体
系
的

な
道
路
網
の
整
備
並
び
に
快
適

な
道
路
環
境
づ
く
り
を
推
進
す

る
こ
と
。

２
．
道
路
特
定
財
源
は
、
国
民
・

県
民
が
期
待
す
る
道
路
整
備
に

充
て
る
こ
と
。

３
．
災
害
に
対
し
て
安
全
で
信

頼
性
の
高
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
を
進
め
る
と
と
も
に
、

橋
梁
の
耐
震
補
強
等
の
対
策
を

推
進
す
る
こ
と
。

４
．
地
方
の
道
路
整
備
の
財
源

確
保
と
充
実
に
努
め
る
こ
と
。

■
職
員
２
名
を
企
業
誘
致
の
事

前
調
査
の
た
め
、
イ
ン
ド
へ
派

遣
す
る
旅
費
等
に
58
万
円
。

　
　
　
　
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

■
宮
坂
公
民
館
建
設
工
事
の
請

負
契
約
の
締
結
。

　
　
　
　
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

　
公
民
館
の
総
建
設
工
事
費
１

億
１
千
38
万
円
の
う
ち
、
宮
坂

区
の
協
力
金
は
、
現
時
点
の
試

算
で
約
１
千
159
万
円
（
10
・
５

％
相
当
）
と
な
り
ま
す
。

７ うちなだ議会だより　第87号

議長からの報告

政府にもの申す政府にもの申す
「道路整備促進に関する意見書」

　を提出

直線化する能登有料道路

　平成17年１月の町長選挙期間中、後援会から町内に配布された事実と異なるチラシにより、個

人の名誉を傷つけられたとする訴訟が提起され、平成18年３月２日に４名に対し損害賠償を認め

る判決があり、そのなかに２名の議員が含まれていました。

 名誉を傷つけられた方より、６月13日に議会として当該議員に道義的な責任等を求めていただ

きたいとする申し出があり、これを受けた議会では、慎重に協議した結果、対応を議長と議会運

営委員長に一任することにしました。

　両者は協議を重ねたうえで、議長より７月14日に両議員に対し口頭で、議会人として十分慎重

に行動するよう申し入れをしました。

 両議員は、町民や議会に対し迷惑をかけたと反省するとともに、自発的に議会の役職を辞任し

けじめをつけたいとして、９月13日に役職を辞任（理由は一身上の都合）しました。

 各議員もさらに襟を正し、町民の模範となる姿勢を示していくことを確認し、議会の対応とし

ては、これを区切りとしたことを報告します。

                                                             　　　　　　　   以  上
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審議内容の一例を紹介します

　
公
共
交
通
活
性
化
計
画
で
策
定

す
る
業
務
の
内
容
は
。

　
公
共
交
通
、
町
有
バ
ス
を
含
め

た
町
全
域
の
公
共
体
系
の
あ
り
方

を
今
年
と
来
年
の
２
か
年
で
総
合

的
に
検
討
す
る
予
定
。

　
基
本
構
想
に
平
成
27
年
の
目
標

人
口
は
３
万
人
と
な
っ
て
い
る
が
、

人
口
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
な
か
達

成
出
来
る
の
か
。

　
約
３
千
人
の
人
口
増
を
今
後
10

年
間
の
町
づ
く
り
の
な
か
で
目
標

と
し
て
い
る
。

　
町
外
の
住
民
を
引
き
つ
け
、
導

き
入
れ
る
よ
う
な
子
育
て
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
定
住
促
進
の
施
策

を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

　
公
務
員
の
飲
酒
運
転
に
よ
る
事

故
が
多
発
し
て
い
る
が
、
町
の
対

応
は
。

　
人
事
院
が
定
め
る
指
針
に
基
づ

き
対
応
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
厳

罰
化
を
検
討
し
て
お
り
、
11
月
か

ら
適
用
し
た
い
。

　
競
売
物
件
と
な
っ
て
い
る
駅
前

の
空
き
店
舗
を
取
得
し
よ
う
と
す

る
目
的
は
。

　
駅
前
を
整
備
す
る
た
め
の
代
替

地
と
し
て
先
行
取
得
し
、
用
地
交

渉
を
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

QA

QA

QA

QA

総務常任委員会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　
　
　
　
３
月
ま
で
延
長

落札出来なかった駅前空き店舗(開札日は９月27日)
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駅
前
道
路
の
改
良
に
あ
た
り
、

最
小
幅
員
が
60
セ
ン
チ
の
歩
道
で

よ
い
の
か
。

　
警
察
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
も

協
議
し
、
歩
道
の
幅
員
を
出
来
る

だ
け
広
く
と
れ
る
よ
う
道
路
用
地

の
確
保
に
向
け
、
地
権
者
と
再
度

交
渉
し
て
い
く
。

　
蓮
湖
渚
公
園
に
設
置
す
る
ト
イ

レ
は
１
箇
所
で
大
丈
夫
な
の
か
。

ま
た
、
水
飲
み
場
は
何
箇
所
あ
る

の
か
。
　

　
ト
イ
レ
は
公
園
の
中
央
に
設
置

す
る
計
画
で
、
イ
ベ
ン
ト
時
は
仮

設
ト
イ
レ
を
考
え
て
い
る
。

　
水
飲
み
場
は
、
ど
れ
だ
け
必
要

か
検
討
し
た
い
。

　
公
園
利
用
者
の
駐
車
場
は
、
何

台
の
車
を
収
容
で
き
る
の
か
。

　
駐
車
場
は
193
台
分
あ
り
、
調
整

池
に
あ
る
駐
車
場
150
台
と
併
せ
て

343
台
収
容
で
き
る
。

　　
広
場
の
整
備
は
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
広
場
は
多
目
的
な
利
用
を
考
え

て
お
り
、
維
持
管
理
も
含
め
芝
生

を
考
え
て
い
る
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
も

芝
生
と
す
る
予
定
。

産業建設常任委員会

QA

QA

QA QA

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
館
（
入
浴
）

料
の
改
正
は
３
月
議
会
で
否
決
さ

れ
て
い
る
。
全
く
違
う
料
金
体
系

で
今
回
提
案
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

　
高
齢
者
の
入
浴
料
助
成
制
度
に

つ
い
て
近
隣
市
町
の
状
況
を
調
査

検
討
し
た
結
果
、
50
枚
の
利
用
券

が
妥
当
と
判
断
し
た
。

　
身
体
障
害
者
介
助
用
自
動
車
改

造
費
と
身
体
障
害
者
自
動
車
改
造

費
の
違
い
は
何
か
。

　
介
助
用
は
隣
に
同
乗
す
る
人
の

た
め
の
改
造
費
で
あ
り
、
障
害
者

自
身
が
運
転
す
る
た
め
の
改
造
費

と
は
違
う
。

　
宮
坂
地
区
で
、
白
帆
台
の
保
育

園
へ
通
う
園
児
を
送
迎
す
る
と
説

明
し
た
が
、
広
報
で
送
迎
し
な
い

と
な
っ
て
い
る
の
は
。

　
広
報
は
全
て
の
保
育
所
に
つ
い

て
説
明
し
た
も
の
で
、
宮
坂
地
区

は
、
約
束
ど
お
り
送
迎
す
る
こ
と

を
事
業
者
は
了
承
し
て
い
る
。

　
貴
重
な
海
浜
植
物
の
調
査
は
、

河
北
潟
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
協
力

を
得
ら
れ
な
い
か
。

　
専
門
的
知
識
を
要
す
る
た
め
、

現
段
階
で
は
難
し
い
が
、
今
後
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
一
緒
に
進

め
る
必
要
も
あ
る
と
思
う
。

文教福祉常任委員会

QA

QAQAQA

駅
前
道
路
の
拡
幅

急
な
値
上
げ
に
反
対

建築が進む私立保育園（白帆台）

車道が拡幅されても歩道が60㎝でよいか検討が必要な道路

現在の幅員１ｍ50㎝現在の幅員１ｍ50㎝
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河北潟環境対策特別委員会

　８月１２日午前１０時から１１時にかけて、１時間に５７ミリを
記録する集中豪雨がありました。
　地盤の低い大根布地区の一部を中心に、雨水が玄関先まで押し寄
せ、１４件の床下浸水の被害をもたらしました。
　近年は、局地的に集中豪雨になる傾向があるため、早急な対策が
望まれています。

　　 《大根布バイパス管整備事業》

　平成１８・１９年度の２カ年事業で、

バイパス管・排水樋門の建設、側溝の布

設替・雨水管の改修工事等を行なう予定

です。

開 発 特 別 委 員 会

どうなる蓮湖渚公園の整備

集中豪雨の対策は

玄関先まで押し寄せた雨水（大根布）

蓮湖渚公園取付道路

調整地

親水池

芝生広場

グラウンド
ゴルフ場

芝生広場

駐車場

せせらぎ水路せせらぎ水路

灘万さん

河
北
潟

内　　ポンプ場

県道松任
宇ノ気線

大根布5
丁目

都市
計画
道路
向粟
崎放
水路
線
トイレ

概算事業費

１億9,500万円

概算事業費 平成12年～17年度　３億8,800万円
平成18年～19年度　２億3,800万円
　　　　計　　　　６億2,600万円

平
成
20
年
４
月
オ
ー
プ
ン



11 うちなだ議会だより　第87号

中学校問題等対策特別委員会

　夷藤委員長、堂下副委員長、八田議長が中学校を訪問、生徒会役員12名と意見交換。

建て替えする中学校

夷
藤
委
員
長
　
今
日
は
皆
さ

ん
の
思
い
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。
聞
き
た
い
こ
と
や
意
見

が
あ
れ
ば
何
で
も
言
っ
て
く

だ
さ
い
。

男
子
生
徒
　
図
面
の
Ｅ
Ｌ
Ｖ

と
は
何
で
す
か
。

八
田
議
長
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

で
人
も
乗
れ
る
も
の
で
す
。

委
員
長
　
障
害
者
の
方
や
車

椅
子
の
方
も
利
用
で
き
ま
す
。

女
子
生
徒
　
校
舎
を
壊
し
た

場
合
、
今
の
１
・
２
年
生
は

ど
こ
で
授
業
を
す
る
の
で
す

か
。

委
員
長
　
夏
休
み
に
取
壊
し
、

別
の
校
舎
で
勉
強
を
し
ま
す
。

夏
は
暑
く
冬
は
寒
い
プ
レ
ハ

ブ
の
仮
設
校
舎
よ
り
、
今
の

環
境
で
勉
強
し
た
方
が
狭
い

け
ど
良
い
と
い
う
考
え
方
で

す
。

女
子
生
徒
　
新
校
舎
の
暖
房

は
ど
う
な
る
の
で
す
か
。

教
育
次
長
　
夜
間
電
力
を
利

用
し
た
蓄
熱
式
暖
房
機
で
、

登
校
し
た
時
は
す
で
に
暖
か

く
な
っ
て
い
ま
す
。

議
長
　
中
学
校
の
校
舎
で
思

い
出
に
残
っ
て
い
る
の
は
ど

ん
な
所
で
す
か
。

男
子
生
徒
　
教
室
。
黒
板
を

も
っ
と
大
き
く
し
て
ほ
し
い
。

委
員
長
　
机
の
大
き
さ
も
国

の
規
格
が
変
わ
る
の
で
大
き

く
な
る
と
思
い
ま
す
。

女
子
生
徒
　
吹
奏
学
部
の
練

習
場
を
広
く
し
て
ほ
し
い
。

男
子
生
徒
　
野
球
場
は
ど
う

な
る
の
か
。
出
来
れ
ば
芝
生

に
し
て
ほ
し
い
。

男
子
生
徒
　
外
で
活
動
す
る

部
活
は
雨
の
時
、
校
舎
の
階

段
を
利
用
し
て
練
習
し
ま
す

が
、
ま
と
も
な
練
習
が
出
来

な
い
の
で
室
内
練
習
場
が
あ

れ
ば
。

女
子
生
徒
　
中
庭
に
木
や
池

が
あ
り
、
池
に
は
亀
が
住
ん

で
い
ま
す
。
新
し
く
作
る
の

で
す
か
。

委
員
長
　
池
を
作
る
の
と
亀

を
飼
う
の
は
別
問
題
で
す
が
、

や
は
り
池
は
あ
っ
た
方
が
い

い
の
で
は
。

女
子
生
徒
　
木
は
ど
う
す
る

の
で
す
か
。

教
育
次
長
　
卒
業
記
念
で
植

え
た
木
は
移
植
し
、
ポ
プ
ラ

な
ど
大
き
な
木
は
工
事
の
関

係
で
切
ら
な
い
と
。

委
員
長
　
ト
イ
レ
は
洋
式
と

和
式
ど
ち
ら
が
い
い
で
す
か
。

女
子
生
徒
　
和
式
。

男
子
生
徒
　
和
式
は
体
力
が

必
要
に
な
る
の
で
洋
式
。

教
育
次
長
　
男
子
と
女
子
で

ニ
ー
ズ
が
違
う
が
、
反
映
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
と
。

堂
下
副
委
員
長
　
怪
我
を
し

て
い
る
時
は
、
和
式
だ
と
大

変
だ
と
お
も
い
ま
す
。
両
方

あ
れ
ば
良
い
の
で
は
。

委
員
長
　
短
時
間
で
し
た
が

色
々
な
意
見
を
聞
け
ま
し
た
。

他
に
も
何
か
思
い
浮
か
ん
だ

ら
議
会
の
方
に
伝
え
て
く
だ

さ
い
。
貴
重
な
時
間
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

委
員
長
談
話

　
生
徒
の
皆
さ
ん
の
率
直
な

意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し

た
。
　
貴
重
な
意
見
は
、
学
校
づ

く
り
の
参
考
と
し
て
、
設
計

に
取
り
入
れ
た
い
と
思
い
ま

す
。

中学生と意見交換



夷
藤
　
大
野
川
緑
の
ア
メ
ニ

テ
ィ
の
駐
車
場
は
、
夏
休
み

は
子
供
た
ち
の
ラ
ジ
オ
体
操

の
場
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
広
く
て
地
域
の
中
心
で
も

あ
り
、
人
が
集
ま
る
に
は
絶

好
の
場
所
だ
が
、
危
険
と
背

中
合
わ
せ
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
は
川
と
駐
車
場
の
境

に
フ
ェ
ン
ス
な
ど
が
な
い
た

め
で
、
地
域
か
ら
心
配
の
声

が
あ
が
っ
て
い
る
の
で
早
急

に
設
置
せ
よ
。

都
市
整
備
部
長
　
駐
車
場
に

フ
ェ
ン
ス
を
設
置
す
る
こ
と

は
、
緑
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
自
体

が
河
川
敷
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

町
で
の
設
置
は
難
し
い
。

　
河
川
管
理
者
で
あ
る
石
川

県
に
申
し
入
れ
を
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

夷
藤
　
ア
メ
ニ
テ
ィ
に
ト
イ

レ
と
手
洗
い
場
を
設
置
せ
よ
。

都
市
整
備
部
長
　
利
用
者
の

実
態
調
査
を
行
い
、
河
川
管

理
者
の
県
と
相
談
し
た
い
。

夷
藤
　
降
雨
時
は
水
が
あ
ふ

れ
歩
け
な
い
、
宮
坂
南
線
の

工
事
で
出
る
砂
を
土
盛
に
利

用
せ
よ
。

都
市
整
備
部
長
　
向
粟
崎
区

を
中
心
に
街
な
み
環
境
整
備

事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

相
談
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

夷
藤
　
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト

等
の
係
留
場
は
、
内
　
に
間

違
い
な
く
で
き
る
の
か
。
　

八
十
出
町
長
　
大
野
川
貯
木

場
の
向
と
清
湖
大
橋
か
ら
上

流
側
の
２
カ
所
が
候
補
地
。

夷
藤
　
保
管
場
所
が
出
来
る

と
す
れ
ば
、
い
つ
ご
ろ
完
成

す
る
の
か
。

町
長
　
整
備
の
開
始
は
、
来

年
２
月
頃
に
な
る
と
聞
い
て

い
る
。

夷
藤
　
あ
と
１
件
と
な
っ
て

い
る
用
地
交
渉
は
ど
う
な
っ

た
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
相
手
方
の

理
解
を
得
ら
れ
な
い
状
況
だ

が
、
早
期
解
決
に
向
け
粘
り

強
く
努
力
し
て
い
き
た
い
。

夷
藤
　
道
路
整
備
を
県
に
強

く
働
き
か
け
た
結
果
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
県
央
土
木

総
合
事
務
所
の
行
政
連
絡
会

に
、
要
望
事
項
と
し
て
提
出
。

夷
藤
　
こ
の
道
路
の
完
成
年

度
を
い
つ
に
定
め
て
い
る
か
。

都
市
整
備
部
長
　
完
成
年
度

は
明
確
で
な
い
。
用
地
交
渉

が
解
決
す
れ
ば
事
業
化
に
向

け
各
方
面
に
働
き
か
け
た
い
。

夷
藤
　
町
の
顔
で
あ
る
駅
前

の
歩
道
が
59
セ
ン
チ
の
幅
員
、

ど
こ
の
町
に
あ
る
。

都
市
整
備
部
長
　
歩
道
が
狭

い
と
歩
行
者
の
安
全
性
が
損

な
わ
れ
る
が
、
町
と
し
て
や

む
を
得
な
い
。

夷
藤
　
町
が
先
行
取
得
し
て
、

使
わ
れ
て
い
な
い
土
地
は
ど

れ
だ
け
あ
る
の
か
。

浅
田
助
役
　
取
得
面
積
は
、

２
万
９
千
348
・
98
㎡(

約
８

千
878
坪)

で
あ
る
。

夷
藤
　
時
価
相
場
に
直
す
と

ど
れ
ぐ
ら
い
の
金
額
に
な
る

の
か
。

　助
役
　
土
地
開
発
公
社
は
９

億
８
千
万
円
、
町
は
駅
前
、

中
学
校
前
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

を
含
め
５
千
827
万
円
の
土
地

を
先
行
取
得
し
て
い
る
。

夷藤　　 満 議員 

都市整備部長

夷藤　　満議員転落防止のフェンスを設置せよ

ア
カ
シ
ア
向
粟
崎

　　
２
号
線
の
整
備

駅
前
道
路(

歩
道)

　
の
改
修

管理者である県に申し入れ

質　問
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野
村
　
北
部
開
発
の
大
動
脈

で
あ
る
町
道
幹
８
号
線
（
福

祉
セ
ン
タ
ー
前
）
は
、
サ
ン

セ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ
内
　
を
越

え
て
し
ば
ら
く
進
み
、
白
帆

台
地
区
を
過
ぎ
る
と
狭
く
曲

が
り
く
ね
っ
た
道
と
な
っ
て

い
る
。

　
白
帆
台
住
宅
団
地
へ
の
定

住
促
進
の
た
め
に
も
、
町
長

は
地
元
県
議
と
一
体
と
な
っ

て
、
県
道
移
管
に
向
け
て
ど

の
よ
う
に
具
体
的
な
取
り
組

み
を
し
て
い
く
の
か
。

町
長
　
町
は
こ
れ
ま
で
県
に

対
し
、
町
道
部
分
の
県
道
の

昇
格
、
拡
幅
整
備
を
要
望
し

て
き
た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ

な
か
な
か
進
展
が
見
ら
れ
な

い
。
　
今
後
は
、
白
帆
台
地
区
へ

の
定
住
促
進
、
北
部
地
区
全

体
の
開
発
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
根
幹
的
施
設
と
し
て

の
町
道
の
県
道
昇
格
に
向
け
、

県
に
強
く
働
き
か
け
た
い
。

中
川
達
議
員
　
県
道
の
昇
格

を
県
当
局
に
ど
の
よ
う
な
要

望
活
動
を
し
た
の
か
。

町
長
　
一
日
も
早
く
昇
格
す

る
よ
う
力
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ

て
い
き
た
い
。

中
居
　
治
議
員
　
一
刻
も
早

く
地
権
者
と
話
を
し
な
い
と

進
ま
な
い
、
町
長
の
考
え
は
。

町
長
　
ま
ず
県
道
昇
格
に
向

け
、
県
と
町
が
協
力
し
て
拡

幅
の
事
業
を
や
っ
て
い
き
た

い
。

野村 輝久 議員

曲
が
っ
た
危
険
な
道
路

県
道
昇
格
に
努
力

八
十
出
町
長

野
村 

輝
久
議
員

いっぱんいっぱんいっぱん
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清
水
　
目
標
の
採
算
ベ
ー
ス

に
届
か
ず
、
継
続
は
厳
し
い

よ
う
だ
が
。

　
不
便
地
域
の
運
行
、
高
齢

者
や
障
害
者
の
交
通
手
段
の

確
保
、
環
境
負
荷
の
軽
減
な

ど
、
成
果
が
あ
っ
た
と
思
う
。

運
行
コ
ー
ス
地
域
か
ら
は
便

利
だ
と
聞
か
れ
、
運
行
さ
れ

て
い
な
い
地
域
の
人
か
ら
は

走
っ
て
ほ
し
い
と
聞
か
れ
る
。

　
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
総

括
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
住

民
生
活
に
密
着
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
は
社
会
全
体
の

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
そ

の
必
要
性
は
一
層
高
ま
る
と

考
え
て
い
る
。

　
乗
車
率
向
上
の
た
め
の
運

行
ル
ー
ト
の
検
討
や
住
民
へ

の
周
知
、
運
営
費
に
係
る
財

政
的
支
援
も
含
め
、
継
続
運

行
に
向
け
事
業
者
に
働
き
か

け
て
い
き
た
い
。

清
水
　
町
に
ふ
さ
わ
し
い
独

自
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
の
検
討
が
必
要
で
は
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
内

　
町
公
共
交
通
等
検
討
委
員

会
を
設
置
し
て
検
討
す
る
。

清
水
　
ま
ち
づ
く
り
町
長
談

話
室
を
月
に
１
回
ぐ
ら
い
夜

も
開
催
し
て
は
。

八
十
出
町
長
　
午
後
５
時
以

降
の
開
催
や
月
曜
日
以
外
の

曜
日
の
開
催
も
含
め
検
討
し

た
い
。

清
水
　
公
園
遊
具
の
安
全
管

理
体
制
の
強
化
に
ど
の
よ
う

な
考
え
を
持
っ
て
い
る
か
。

都
市
整
備
部
長
　
安
全
管
理

の
体
制
づ
く
り
を
検
討
し
、

公
園
の
安
全
確
保
に
努
め
た

い
。

清
水
　
議
会
の
傍
聴
は
、
勤

労
者
の
多
い
当
町
で
は
仕
事

で
行
け
な
い
と
い
う
声
を
聞

く
。
　
３
月
議
会
の
一
般
質
問
を

休
日
議
会
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
議
会
を
住
民
に
近
づ
け
、

身
近
な
も
の
に
し
、
多
く
の

人
に
議
員
へ
の
道
を
開
く
こ

と
に
つ
な
が
る
手
段
の
一
つ

と
し
て
、
休
日
、
ナ
イ
タ
ー

議
会
の
開
催
に
つ
い
て
の
町

長
の
所
見
は
。

浅
田
助
役
　
町
民
に
議
会
の

活
動
状
況
を
知
ら
せ
る
こ
と

は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

欠
か
せ
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。
　
平
成
18
年
６
月
定
例
会
よ

り
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
議

会
の
様
子
を
公
開
し
て
い
る
。

　
議
会
に
お
い
て
休
日
、
ナ

イ
タ
ー
議
会
の
開
催
が
決
定

さ
れ
れ
ば
、
そ
の
対
応
に
努

め
た
い
。

清水 文雄 議員

休
日
、
ナ
イ
タ
ー
議
会
を
開
催
せ
よ

議
会
の
決
定
に
対
応
す
る
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水口 裕子 議員
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水
口
　
中
学
生
が
何
ら
か
の

形
で
子
育
て
を
体
験
す
る
場

と
し
て
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
活
用
で
き
た
ら
内
　

の
中
学
生
は
変
わ
る
と
思
う
。

　
家
族
間
の
思
い
や
り
が
薄

れ
、
悲
し
い
事
件
が
多
い
現

代
で
、
大
き
な
効
果
が
期
待

で
き
る
の
で
な
い
か
。

　
学
校
と
連
携
し
て
ぜ
ひ
実

現
せ
よ
。

町
長
　
次
代
の
親
と
な
る
若

者
た
ち
が
親
性
の
準
備
の
た

め
に
乳
幼
児
と
触
れ
合
う
こ

と
や
、
地
域
社
会
全
体
で
子

育
て
に
取
り
組
む
こ
と
は
大

変
重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
多
く
の
中
学
生
が
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、
乳

幼
児
と
触
れ
合
う
機
会
を
図

れ
る
よ
う
中
学
校
と
も
協
議

し
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

水
口
　
男
性
の
育
児
参
加
を

進
め
る
た
め
、
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
せ
よ
。

町
長
　
男
性
の
育
児
参
加
へ

の
意
識
改
革
を
図
り
た
い
。

水
口
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
は
、
土
・
日
曜
日
も
開
所

で
き
な
い
か
。

町
長
　
よ
り
多
く
利
用
し
て

も
ら
う
た
め
、
日
曜
日
な
ど

の
開
所
を
検
討
し
た
い
。

水
口
　
土
・
日
曜
日
は
、
保

育
を
学
ぶ
学
生
の
採
用
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
考
え
た
ら
ど

う
か
。

町
長
　
社
会
福
祉
協
議
会
と

連
携
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

育
成
す
る
講
座
を
積
極
的
に

実
施
し
た
い
。

水
口
　
町
の
男
性
職
員
の
育

児
休
暇
の
取
得
を
促
進
し
、

広
報
で
育
児
報
告
を
さ
せ
よ
。

町
長
　
休
暇
を
取
得
し
や
す

い
環
境
に
す
る
た
め
、
職
員

組
合
と
協
議
し
環
境
整
備
を

進
め
た
い
。

水
口
　
意
欲
的
な
人
材
を
得

る
に
は
正
規
職
員
の
採
用
を

考
え
よ
。

町
長
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
の
人
材
は
、
で
き
る
限
り

正
規
職
員
と
考
え
て
い
る
。

水
口
　
町
の
財
政
状
況
は
、

一
時
借
入
金
、
そ
れ
以
外
の

借
入
金
の
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、

一
部
事
務
組
合
事
業
の
ご
み

処
理
経
費
な
ど
、
町
が
直
接

的
、
間
接
的
に
今
後
支
払
う

必
要
が
あ
る
も
の
の
借
金
の

残
高
と
返
済
額
は
い
く
ら
か
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
一

般
会
計
約
85
億
円
、
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
約
97
億

円
、
ご
み
処
理
施
設
等
の
建

設
負
担
金
約
21
億
６
千
万
円

等
で
借
入
金
の
総
額
は
、
約

210
億
円
と
な
る
。

　
中
学
校
の
耐
震
化
事
業
の

改
築
に
約
10
億
円
近
く
の
借

り
入
れ
が
必
要
で
、
西
荒
屋

小
学
校
の
耐
震
化
事
業
も
残

っ
て
お
り
、
巨
額
の
借
り
入

れ
は
避
け
て
通
れ
な
い
。

水
口
　
町
関
係
の
庁
舎
や
施

設
か
ら
自
販
機
を
減
ら
す
た

め
、
デ
ポ
ジ
ッ
ト
制
自
販
機

の
導
入
を
。

総
務
部
長
　
デ
ポ
ジ
ッ
ト
制
、

マ
イ
カ
ッ
プ
式
自
販
機
の
効

果
な
ど
を
研
究
の
う
え
検
討
。

町
の
借
金
と
今
後
の
見
通
し
は

町
民
１
人
当
り
約
78
万
円
の
借
金

中
学
生
に
子
育
て
体
験
を

中
学
校
と
協
議

八
十
出
町
長

水
口 

裕
子
議
員

用
語
解
説
デポジット制とは

　定価より10円上乗せした料金を設定し、紙コップなどで
ジュースを飲んだ後、自販機の横に設置した回収器の中に
紙コップなどを戻すと上乗せされた１０円が戻されるやり
方がデポジット制です。



能
村
　
管
理
公
社
の
理
事
長

に
助
役
が
就
い
て
い
る
他
に
、

体
育
振
興
事
業
団
、
土
地
開

発
公
社
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
理
事
長
、
マ
リ
ン

パ
ー
ク
内
　
の
取
締
役
社
長
、

夕
陽
ケ
丘
苑
の
理
事
な
ど
多

く
の
役
職
を
兼
務
し
て
い
る
。

　
管
理
者
を
町
が
指
定
し
、

指
定
さ
れ
る
側
も
助
役
で
大

変
不
自
然
で
あ
り
、
重
大
な

責
務
に
兼
任
で
職
責
を
果
た

せ
る
の
か
。

町
長
　
も
ち
ろ
ん
将
来
的
に

は
専
任
の
理
事
長
を
置
く
べ

き
と
考
え
て
い
る
。

　
新
制
度
へ
の
移
行
期
間
で

あ
る
こ
と
や
管
理
公
社
設
立

の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
行
政
を

熟
知
し
て
い
る
助
役
が
適
任

と
の
こ
と
で
、
激
務
を
承
知

の
う
え
で
お
願
い
し
て
い
る
。

能
村
　
公
社
の
管
理
状
況
を

定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た

め
外
部
評
価
を
受
け
よ
。

町
長
　
組
織
改
革
を
進
め
、

外
部
評
価
に
耐
え
得
る
力
を

つ
け
た
い
。

能
村
　
施
設
や
公
園
な
ど
直

営
の
公
の
施
設
の
今
後
の
見

通
し
を
問
う
。

町
長
　
中
長
期
的
に
指
定
管

理
者
制
度
に
移
行
、
ま
た
直

営
に
分
け
る
こ
と
を
検
討
。

能
村
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
仕
組
み
と
運
営
に
つ

い
て
問
う
。

町
民
福
祉
部
長
　
窓
口
相
談

か
ら
始
ま
る
「
地
区
担
当
制
」

で
行
い
、
今
後
保
健
師
等
の

専
門
職
員
の
増
員
を
図
る
。

能
村
　
団
地
内
の
道
路
は
非

常
に
狭
く
、
ア
カ
シ
ア
地
区

は
高
齢
化
率
が
28
・
５
％
と

３
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
で
、

町
内
で
群
を
抜
い
て
い
る
。

　
高
齢
者
に
と
っ
て
道
路
除

雪
は
大
変
な
負
担
で
あ
り
、

事
故
の
危
険
も
伴
う
。

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
面
か
ら

も
早
急
に
消
雪
対
策
を
図
れ
。

都
市
整
備
部
長
　
主
要
な
幹

線
道
路
、
勾
配
の
強
い
道
路
、

学
校
や
保
育
所
の
周
辺
、
お

よ
び
機
械
除
雪
が
困
難
な
狭

い
道
路
等
を
整
備
。

　
ア
カ
シ
ア
地
区
は
、
約
４

メ
ー
ト
ル
と
狭
い
道
路
だ
が
、

幅
員
に
応
じ
た
機
械
除
雪
を

し
て
い
る
。

　
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
町

会
や
近
所
の
支
援
で
対
応
。

能
村
　
機
械
に
よ
る
除
雪
、

排
雪
の
対
応
は
。

都
市
整
備
部
長
　
気
象
情
報

を
的
確
に
把
握
し
、
初
動
体

制
の
強
化
を
図
り
、
狭
い
道

路
は
極
力
排
雪
し
た
い
。

能
村
　
雪
で
山
積
さ
れ
た
歩

道
の
確
保
は
ど
う
す
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
や
む
な
く

歩
道
に
積
む
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

道
路
除
雪
の
終
了
後
、
確
保

に
努
め
る
。

能
村
　
雪
の
捨
て
場
と
置
き

場
は
。

都
市
整
備
部
長
　
医
科
大
病

院
下
の
放
水
路
と
内
　
海
水

浴
場
を
指
定
場
所
と
考
え
て

い
る
。

能
村
　
重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

の
経
験
の
度
合
い
を
把
握
せ

よ
。

都
市
整
備
部
長
　
委
託
業
者

に
除
雪
区
域
を
確
認
さ
せ
、

経
験
豊
富
な
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

を
申
し
入
れ
る
。

能村 憲治 議員 

八
十
出
町
長

能
村 

憲
治
議
員

助
役
が
兼
任
で
良
い
の
か

ア
カ
シ
ア
地
区
に

　　　　　　　消
雪
を

町
会
の

　
支
援
を
願
う

将
来
は
専
任
の
理
事
長
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小
谷
　
町
内
に
は
信
号
機
の

設
置
が
必
要
と
さ
れ
る
危
険

な
箇
所
が
幾
つ
も
あ
る
。

　
通
園
路
と
な
る
誠
美
幼
稚

園
下
の
県
道
、
西
部
承
水
路

の
水
門
付
近
の
県
道
は
特
に

必
要
で
あ
る
。

　
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち

の
安
全
・
安
心
な
く
し
て
子

育
て
は
成
立
し
な
い
が
、
町

と
県
公
安
委
員
会
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長
　
信
号
機
は
、
19

箇
所
の
新
設
と
４
箇
所
の
改

良
を
津
幡
警
察
署
を
通
じ
て

県
公
安
委
員
会
へ
要
望
し
て

い
る
。

　
交
通
事
故
防
止
の
た
め
地

域
の
要
望
も
十
分
踏
ま
え
、

津
幡
警
察
署
と
連
携
し
、
地

域
住
民
が
安
全
で
安
心
に
暮

ら
せ
る
よ
う
早
急
な
整
備
促

進
を
働
き
か
け
て
お
り
、
今

後
も
努
力
し
て
い
き
た
い
。

小
谷
　
側
溝
改
修
の
年
次
計

画
を
立
て
、
計
画
的
に
改
修

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
要
望
箇
所

の
現
場
を
確
認
し
、
順
次
改

良
を
行
っ
て
い
る
。

小
谷
　
地
下
水
は
地
盤
沈
下

の
観
点
か
ら
大
事
だ
が
、
融

雪
の
整
備
を
再
度
検
討
せ
よ
。

都
市
整
備
部
長
　
融
雪
装
置

の
設
置
は
、
優
先
度
が
高
い

箇
所
か
ら
考
え
て
い
る
。

小
谷
　
今
年
度
の
除
雪
は
排

雪
を
基
本
と
し
、
歩
行
者
の

安
全
を
確
保
せ
よ
。

都
市
整
備
部
長
　
安
全
確
保

を
図
る
た
め
道
路
除
雪
が
終

了
後
に
排
雪
に
取
り
組
む
。

小
谷
　
公
民
館
は
町
会
を
元

気
に
す
る
拠
点
、
災
害
の
時

に
も
安
心
で
き
る
施
設
に
せ

よ
。

浜
田
教
育
長
　
地
域
づ
く
り

の
拠
点
と
し
て
、
適
切
な
維

持
補
修
に
努
め
た
い
。

小
谷
　
中
学
校
の
改
築
は
、

新
耐
震
基
準
に
適
合
し
た
設

計
で
あ
り
、
安
全
性
に
問
題

は
な
い
と
思
う
。

　
構
造
計
算
の
偽
装
、
設
計

書
の
審
査
、
手
抜
き
工
事
が

行
わ
れ
な
い
よ
う
建
築
主
が

し
っ
か
り
し
な
い
と
安
全
な

建
物
は
望
め
な
い
。

　
大
学
教
授
や
設
計
士
な
ど

の
第
三
者
で
構
成
す
る
チ
ー

ム
を
つ
く
り
、
安
心
し
て
過

ご
せ
る
中
学
校
の
改
築
に
力

を
注
ぐ
べ
き
だ
。

　

八
十
出
町
長
　
耐
震
偽
装
事

件
後
、
国
は
、
建
築
確
認
検

査
の
厳
格
化
や
建
築
士
な
ど

の
業
務
の
適
正
化
、
罰
則
の

強
化
を
図
っ
て
い
る
。

　
建
築
物
の
構
造
計
算
は
、

専
門
機
関
の
検
査
強
化
、
中

間
検
査
が
実
施
さ
れ
、
町
独

自
の
審
査
委
員
会
を
設
置
す

る
必
要
は
な
い
。

　
中
学
校
を
初
め
公
共
施
設

の
設
計
、
建
築
工
事
の
管
理

執
行
は
、
監
督
業
務
に
遺
漏

の
な
い
よ
う
適
切
に
努
め
る
。

小谷 一也 議員

監
督
業
務
の
適
正
化
に
努
め
る

第
三
者
に
よ
る
評
価
制
度
を
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子供の安全確保に信号機を

整備促進に努力する 総務部長

小谷　一也議員

交通量が多い危険な道路（誠美幼稚園下の県道）



堂
下
　
機
具
橋
は
地
震
の
震

度
い
く
つ
ま
で
耐
え
ら
れ
る

の
か
、
地
震
が
来
な
く
て
も

自
然
に
落
下
す
る
危
険
を
は

ら
ん
で
い
な
い
か
。

　
金
沢
市
と
行
政
連
絡
会
を

何
回
も
開
い
て
い
る
が
、
意

見
交
換
を
し
て
い
る
か
。

　
町
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠

な
橋
で
あ
り
、
金
沢
市
や
県

と
の
打
ち
合
わ
せ
は
進
ん
で

い
る
の
か
。

町
長
　
機
具
橋
は
昭
和
29
年

に
架
設
さ
れ
、
平
成
９
年
に

補
修
を
し
て
い
る
が
、
こ
の

間
、
耐
震
調
査
は
し
て
い
な

い
。
　
行
政
連
絡
会
の
協
定
前
の

昨
年
６
月
、
金
沢
市
と
内
　

町
の
担
当
部
局
で
機
具
橋
に

関
す
る
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

　
行
政
連
絡
会
の
課
題
に
取

り
上
げ
、
互
い
に
協
議
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

堂
下
　
浅
電
の
横
断
陸
橋
の

消
雪
装
置
が
昨
年
度
作
動
し

な
か
っ
た
が
、
今
年
は
点
検

し
完
全
な
も
の
に
す
べ
き
。

都
市
整
備
部
長
　
今
年
は
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う

県
に
強
く
申
し
入
れ
る
。

堂
下
　
交
差
点
や
通
学
路
に

除
雪
し
た
雪
を
積
ま
ず
に
、

排
雪
計
画
を
立
て
実
施
す
べ

き
。
　都
市
整
備
部
長
　
危
険
な
箇

所
は
速
や
か
に
排
雪
し
、
安

全
確
保
に
万
全
を
期
し
た
い
。

堂
下
　
第
２
農
免
道
路
（
霊

園
前
）
は
砕
石
を
敷
い
た
の

な
ら
、
簡
易
舗
装
す
べ
き
だ
。

都
市
整
備
部
長
　
道
路
整
備

の
財
源
確
保
等
も
含
め
、
今

後
の
研
究
課
題
と
考
え
る
。

堂
下
　
定
年
制
条
例
を
無
視

し
た
管
理
職
員
の
58
歳
勧
奨

退
職
制
度
は
見
直
す
べ
き
。

浅
田
助
役
　
現
制
度
を
基
本

と
し
た
う
え
で
、
退
職
職
員

の
再
任
用
制
度
の
整
備
を
図

り
た
い
。

堂
下
　
１
子
・
２
子
が
小
・

中
学
生
で
も
、
３
子
の
保
育

料
を
半
額
、
無
料
に
せ
よ
。

町
民
福
祉
部
長
　
国
、
県
の

動
向
、
近
隣
市
町
の
状
況
も

踏
ま
え
調
査
、
検
討
し
た
い
。

堂
下
　
１
、
介
護
ベ
ッ
ド
、

車
い
す
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
取
り
上
げ
を
や
め
る
こ
と
。

２
、
保
険
料
値
上
げ
を
抑
え

減
免
制
度
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
。
３
、
介
護
が
必
要
と
認
定
さ

れ
て
も
介
護
保
険
が
利
用
で

き
な
い
事
態
を
な
く
す
こ
と
。

４
、
介
護
施
設
の
利
用
料
負

担
を
抑
え
、
施
設
の
不
足
を

解
消
す
る
こ
と
。

堂
下
　
夕
陽
ケ
丘
苑
の
増
設

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

町
長
　
来
年
春
に
内
示
が
あ

り
、
40
床
を
19
年
か
ら
20
年

に
か
け
て
建
設
す
る
考
え
。

町
民
福
祉
部
長
　
１
、
負
担

が
増
え
な
い
よ
う
指
導
の
世

話
を
し
て
い
き
た
い
。

２
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
を
核
に
介
護
予
防
に
努
め

保
険
料
抑
制
に
つ
な
げ
る
。

３
、
要
支
援
、
要
介
護
の
方

に
つ
い
て
も
ケ
ア
プ
ラ
ン
の

作
成
が
行
え
る
体
制
と
な
っ

て
い
る
。

４
、
町
の
第
３
期
の
介
護
保

険
事
業
計
画
で
、
施
設
不
足

の
解
消
を
考
え
て
い
る
。

堂
下
　
介
護
保
険
料
が
５
段

階
か
ら
６
段
階
に
見
直
し
さ

れ
た
が
、
以
前
と
ど
こ
が
違

う
の
か
。

町
民
福
祉
部
長
　
生
活
保
護

あ
る
い
は
老
齢
福
祉
年
金
の

受
給
者
、
町
民
税
非
課
税
の

方
と
課
税
所
得
が
合
計
で
80

万
円
以
下
の
方
が
２
つ
あ
わ

せ
て
１
階
層
だ
っ
た
も
の
を

２
階
層
に
分
け
た
。

堂下 清孝 議員 
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機
具
橋
の
耐
震
強
度
は

行
政
連
絡
会
の
課
題
に

八
十
出
町
長

堂
下 

清
孝
議
員

大野川を渡る機具橋（写真右）
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定例会での一般質問のゆくえ定例会での一般質問のゆくえ定例会での一般質問のゆくえ定例会での一般質問のゆくえ

　町長は、各地区のタウンミーティン

グで３０人学級の実施に強い意欲で臨

むと語っている。子どもたちは１年１

年で待ったなしであり、来年度から実

施に取り組むべき課題でないか。

　　　　　　　（１７年９月定例議会）

　全学年で実施するとなると教室不足

等の問題も出てくるため、まずは小学

校低学年からと考えている。

　平成１８年１月に「ゆとりの中で未来

を拓く教育推進会議」からの答申にも盛

り込まれており、４月より小学校１・２

年生で３０人学級が実施された。

３０人学級を導入せよ

答　弁答　弁

その後その後

大根布小学校１年１組（２３名）

　全国の自治体のなかには、財源確保

のため独自でユニークな取り組みを行

っている所がある。内　町においても、

新たな財源確保の一つとして、広告を

取り入れてはどうか。

　　　　　　　（１８年３月定例議会）

　町が自立可能な財政基盤の確立を目指

すため、新たな財源の可能性を検討する

ことは課題の一つと認識している。

　町の広報やホームページ等、既に部内

で検討を始めているが、その他の媒体も

含め導入に向け速やかに対応したい。

　広報うちなだ７月号より有料広告募集

の記事を掲載し、広報は９月号、町ホー

ムページは９月１日から有料広告が掲載

されている。

財源確保に広告収入を

答　弁答　弁

その後その後

有料広告が掲載された町広報９月号



　
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　
ご
愛
読
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
内
各
地
で
威
勢
の
よ
い

か
け
声
を
響
か
せ
て
い
た
秋

祭
り
も
終
わ
り
を
告
げ
、
秋

の
深
ま
り
を
感
じ
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
安
倍
内
閣
が
誕
生

し
て
早
や
１
カ
月
が
過
ぎ
ま

し
た
。
国
際
問
題
で
は
北
朝

鮮
に
よ
る
核
実
験
が
新
聞
や

テ
レ
ビ
を
賑
わ
し
て
い
ま
す
が
、

国
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
内
に
目
を
向
け

る
と
地
方
切
捨
て
の
政
策
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
都
会

ば
か
り
を
優
先
す
る
の
で
は

な
く
、
地
方
に
も
目
配
り
や

気
配
り
を
忘
れ
な
い
で
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
国
民
一

人
一
人
が
幸
せ
を
実
感
で
き

る
日
は
い
つ
に
な
っ
た
ら
訪

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
皆
さ
ん
に
読
ん
で
貰
え
る

広
報
を
目
指
し
頑
張
り
ま
す
。

ご
意
見
ご
感
想
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　(

夷
藤)
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内　町議会事務局　TEL 286－6715
　　　　　　　　　FAX 286－6711

　第１９回つばた町民レガッタ大会が８月２０日津幡町の漕艇競
技場で行なわれました。
　津幡町、金沢市、かほく市、内　町、小矢部市の８クルーが参
加した議会対抗の部では熱戦を繰り広げた結果、内　町議会「白
帆」は決勝レースに進出し見事準優勝となる活躍を見せました。

レガッタ準優勝レガッタ準優勝レガッタ準優勝

　河北郡市議長会が主催するグラウンドゴルフ大会が８月１日開催

されました。

　かほく市、津幡町、内　町の各議員が参加し、内　町議会は上位

５人で争われる団体戦において優勝、また、個人戦においても重原

議員１位、中川議員３位、中村議員５位となる成績をおさめました。

グ ラウン ドゴル フ

議会中継のお知らせ
本会議の録画中継を内　町ホームペー
ジで公開しています。便利なサービス
から議会録画中継を選択してください。

ＤＶＤの貸出しも行っています。

ダブル優勝


